






プレプ リン ト案内

〔東北大･工 ･桂研〕
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プレプ リン ト案内

r〔東北大 ･工 ･桂研〕

o H.Nakano

StatisticalModelsofOrientationalPhaseTransitioninMolecularCrystals

o E.H.Lieb

TheClassicalLimitofQuantum SpinSystems

O H.J･BrascampandH.Kunz

AnalyticityPropertiesoftheIsingModelintheAntiferromagneticPhase

O 班.N.V.TemperleyandR.A.Muse

SolutionoftheBandPercolationProblem by anExtensionor仇eTemperley-Lieb

method

0K.J.RothschildandH.E.Stanley

TheMolecularOrganizationandFunction ofBiologlCal Membrances･' A PossibleMicro-

ScoplCPictureorIonicPermeation

O F.HarbusandH.E.Stanley

A High-TemperatureSeriesStudy ofModelsDisplayingTricriticalBehaviorL

FerromagneticPlanesCoupledAntiferromagnetically

O F.HarbusandH.E.Stanley

A HighJTemperatureSeriesStudyofModels-DisplayingTricriticalBehaviorII. A

NearestNeighborIsingAntiferromagnetwith Next-Nearest-NeighborFerromagnetic

lnteractions

OT.S.Chang,A.HankeyandH.E.Stanley

Double-PowerScalingFunctionsNearTricriticalPoints

o R.B.Griffiths

ThermodynamicModelforTricriticalPointsinTernary andQuaterary FluidMixtures
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On aGeneratihgFunctionofAmisotropyGreenFunctions
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(81) 15. T.A.Brody,P.A.Memo,J.Floresand0.Bohigas

DOORWAY STATES AND NUCLEAR-SPECTRUM STATISTICS
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プレプ リント案内
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プレプリント案内
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プレプリント案内
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プ レプ リン ト案内
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名古屋大学

○ 物性談話会 5月24日

"KineticEquationの統計カギ

九大 ･理 森 肇 氏

○ 物理教室談話会 6月1日

"磁気相転移点近傍での超音波減衰と音速の異常とその磁場変化抽

東北大 立 木 昌 氏

○ 特別講演会 6月5日

`̀TopicsinResonan-cePhysicsb

Univ･ofMinnesota,Prof.Rosney

o 物理教室談話会 6月8日

"分子性結晶における格子の不安定性 と相転移抽

阪 大 山 田 安 定 氏
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基研短期研究会

｢融解現象 とその周辺｣開催のお知 らせ

1.期 日: 10月26日あるいは 11月2日より4日間 (基研研究部員会議の日取

りに依存して9月上旬に決定します｡)

場′所 : 京都大学基礎物理学研究所コロキウム室

2.主 旨: 融解現象あるいはもっと広く分子配列に関する秩序,無秩序転移の現象

は自然界に最も広くみられる相転移現象のひとつですが,私たちの持ち

合わせの統計力学的方法をこれに適用しようとするといくつかの大きな

困難に出会います｡それはちょうど過去何十年かに亘って発展してきた

多体系の把握方法が少くともそのま のゝ形で適用されることを拒んで自

然認識の新しい観点を求め続けているように思えます｡それだけにこの

分野に潜在する可能性は恐らく予想以上に大きいとも云えるでしょう｡

こうした模索期にあたっては.既成概念にとらわれない新鮮で,自由な,普

た素朴な着想が何よりも求められます｡また通常の融解現象からはずれ

た周辺領域,たとえば液晶の相転移や高圧下の融解現象などにも注意深

く着目してゆ.くことがかえって融解現象の本質解明のための糸口を与え

うるということも他の分野での過去の経験から推しはかられるところですD

昨年同じ表題のもとに開催された研究会の内容を一歩すすめて,今回は

や 統ゝ計力学的側面に重きをおいて下記のテーマをとりあげたいと思い

ます｡

(1) 液晶の種々相聞の転移に関する統計力学的取扱い

(2) ランダムなパ ッキング状態の統計幾何学

(3) モデル理論と計算機実験

(㊥ 分子間ポテンシャルとポリモ/レフイズム,および結晶の不安定性

(5) その他(1)-(5)のテーマにとらわれない トピックス

これらのテーマに関して少なからぬ関心をも?研究者の研究発表,討

論,意見の交換を自由な雰囲気の中で行いたいと思います｡
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3.予 算 : 旅費 20万円

校費 20万円(主に計算費 )

4.A.研究会参加申込み

参加を希望される方は昭和 48年 9月20日までに下記申込先に申込

んで下さい｡その際関心あるテーマ,および研究会の際話していただけ

る方にはその内容の簡単な説明をお書き添え下さい｡なお今回は討論を

充実させるために発表予定者にはあらためてや 詳ゝ しい予稿を書いてい

ただき,研究会開催に先立って全参加者に配布 し,話題の主旨を徹底し

ていただけるよう計画します｡

参加申込先 :〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所 共同利用事務室

~｢融解現象研究会応募｣ と封筒に表記して下さい｡

B.計算費申込み

表記テーマに関連の深い研究を行っている方で計算費を希望される方

は,昭和48年 9月2,0日までに研究計画と要求額とをお書き添えの上

世話人宛にお申込み下さい｡なお計算費は48年度内に使用していただ

′きます｡

注 :研究会参加,計算費要求ともに,予算の制約上必ずしも御希望にそえない場

合がありますので御了承下さい｡

5.世話人 :上田顕,小川泰,吉田健,蔵本由紀

-350-



掲示板

九 州 大学理 学 部 生 物 学 教 室助 手 公 募

1.公募人員 助手一名

2･所属部門

九州大学理学部生物学教室教理生物学講座

教 授 松 田 博 嗣

現在の教官構成 助教授 宮 田 隆

助 手 石 井 一 成

3.専門分野

興味ある新しい問題を生物学の分野から取 り上げ,それを主として理論的に研

究解明する意欲のある人を望みます｡なお本講座では目下分子進化の諸問題を一

つの中心テーマとして研究しつつあります｡

4｡① 着任時期 決定後できるだけ早 く

② 任 期 な し

5.応募資格

修士卒又はそれと同等以上の学力を有するもの｡種々の経歴の方の領海的な応

募を期待します｡

6.提出書類

① 自薦の場合

履歴書,業膚 リス ト,主な論文の別刷 (なければそれに代るもの ),過去 ･現

在 ･将来の研究に関する解説および見解｡

② 他薦の場合 し

推薦書,略歴,研究歴 (研究の解説を含む),主要業績 リス ト,できれば主な

論文の別刷

7.公募締切 1973年 9月30日
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掲示板

8.宛先,連絡先

〒812 福岡市東区大字箱崎

九州大学理学部生物学教室

松 田 博 嗣

電話 092-64-1101 内線4290

9.その他,封筒に応募書類在中と朱記して下さい｡
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編集部より"購 読料改定のお知 らせ叫

本誌の財政状態悪化のため再び購読料値上げをしなければならなくなりました｡1972

年度決算 ('72年 9月次点 )では21万円の赤字で繰越金は48万円でした｡'71年4月に

第 1次の値上げをしたにもかかわらず赤字になったのは,機関会員の校費が後払いにある

ためのようで,'73年 4月では今年度少しの赤字になっています｡従って毎月の支出が増

加せず,収入状況が良ければ,'73年度決算では支出が収入と見合 うものになることが見

込まれます｡ところが次に述べます事情により今年 10月 から印刷費が約 4割値上げにな

りましたので,再び財政危機にみまわれることになりました｡

本誌はオフセット印刷で行っており,製版に人手が多くかかり,人件費の上昇と共に製

版代は高 くつきます｡現在英字を含む日本文の製版代は1ページ800円-1000円 が相

場になっているのですが,本誌の製版代はこれまで400円に据え置かれ七きましたO印

刷屋は,これでは異常に安すぎるということで数回値上げを要串 してきました｡編集部で

は値上げ案を検討 してお りましたところ, 3月号以後出版が非常に遅れるという事態 とな

ってしまいました｡この原因の主要な部分は印刷屋が安すぎる印刷費に対して,製作意欲

を失い,他の印刷注文に力を注いだことによります｡そこで編集部では現在の製版代では

確かに安すぎるとは思 うが,今すぐ相場なみの製版代を支払 うと破産 してしまうので,財

政を立て直 してい くうちに漸次印刷費の値上げをすることを印刷屋と約束 しました｡その

一環とし.て,今年 5月から製版代を450円に,今年 10月から600円 にす ることにな り

ました｡直接出版費としては他に紙代,印刷代,製本代,校正料などが必要で,これらも

将来値上げの可能性があります｡ (製板代は直接出版費の約 8割です｡ )

このような事情から '73年 10月より以下に記 しますように購読料を約4割値上げをし,

今秋からの印刷費大巾値上げをカバーすると共に,その後予想される値上げに備えたいと

考えます｡(直接出版費は全支出の約 7割です｡ )今度の値上げにより,購読会員数に減

少がありますと,財政危機をまぬがれることができず,本誌を刊行し続けることに支障が

出ますので,どうかよろしく御理解下 さり,御協力下さいますようお願い致 します｡

記
現行 改定

個人購読料 lγol.. 1,200円 1,680円

機関購読料 lvol･ 2,220円 3,120円

但 し,個人購読の入会金 (100円 )は据置きます｡
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編 集 後 記

ジャーナル,プログレス等の学術雑誌は近年投稿論文増加のため,諸種の困難性に遭遇

し,原稿の頁数制限を設けるに至った.この原因の一つには研究者の増大があげられるで

あろう｡幸か不幸か ｢物性研究｣の size は適度で近い将来も投稿原稿の頁数 を考慮する

必要はなさそうである｡最近昔の ｢物性論研究｣についての思い出話を書いたが,あの項

の勢いならば投稿原稿の数は大いに増加 していたであろう｡とも角 ｢物性論研究｣(特に

白い表紙の )には戦後の困年な時期にあって,当時の研究者のそれに記された夢みたいな

ものがあったように思われる｡

現在投稿原稿は必ず しせ多 くないが現今の社会情勢から容易に想像つくように ｢物性研

究｣のフ トコロ具合は楽ではなく,又値上げをしなければならないことになった｡投稿論

文の増加のために財政が苦 しくなるのがまだましかも知れないが,それはともかく学術雑

誌一般に対 して特に大学の紀要なんかと比べて,政府の補助がもっと必要であろう｡又投

稿する側に於ても,時流に乗った他人の仕事を追っかけて,毒にも薬にもならない論文を

書くよりは,たとえ間違っていても,問題提琴となるような,或は先駆的となるような論

文を書 くよう心掛けなければならないであろう｡ 残念ながら ｢物性研究｣にはこのような

論文は最近余 り投稿されていないように思われる｡

此間の編集会議では,値上げの話の外に, ｢物性研究｣にしか載せられないようなそし

て同時に研究者に対 して有用なものを設けることによりその存在意義をもっと見出そうと

云うことにもなった｡ ｢物性研究｣と云えば学会の何か物性基礎論の会場に出入する人々

の利用する雑誌と云 うイメージもあるような気がするが,実験関係の人,境界領域の問題

をやっている人々にも存在意義のある雑誌であるようにしたいと思っているO

(S.T.)
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